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6つの事例の共通要素



Q.なぜ、オウンドメディア？

スマホの普及によってマスメディア（新聞、テレビ、雑誌等）離れが進み、⾃社で情報を発信しないと誰にも知ら
れない状況となっています。
たとえ、マスメディアの取材を受けても、記事掲載や画⾯での露出は⼀時的なものなので、ほとんどが時間の経過
とともに忘れ去られます。
そこで、⾃分のことを⾃分で説明して、社内や社外の⼈とコミュニケーション
する重要性が⾼まり、それ応えるものとして存在するのがオウンドメディアです。

旧来からのサイトもオウンド（⾃分で所有する）メディア（媒体）ですが、
ほとんどは⼀⽅通⾏のコミュニケーション設計です。
事例として紹介されるオウンドメディアは、何らかの双⽅向性を⽬指した
設計と運営が⾏われています。

・スマホの普及
・マスメディアの後退（TV・新聞等）
・誰でもメディアをつくれる、発信できる
・つくらないと存在が⾒つけられない
・⾃分から情報を発信することの重要性が・・・



https://www.1101.com/Case-1 ほぼ⽇

コラムの集合体から商品開発を⾏い、
株式市場に上場する⼿帳企業になる
きっかけをつくったオウンドメディア

・最初は⼿作り感、満載

・ライターも⼥⼦⾼⽣が居た

・記事の蓄積から成⻑

・記事から商品開発→上場へ

・毎⽇の更新

https://www.1101.com/


https://www.ngk.co.jp/gaishi/
https://www.ngk.co.jp/Case-2 ⽇本ガイシ

・⼩中学⽣にも伝わるように

・業界リーダーとしての⾃負

BtoBのメーカーとして、顧客企業や、
社会とつながりをつくることを意識して、
⾃社サイトを再構築。
"BtoBだからこんなサイトでいい”
ではなく、⾃社のことを⼀⼈でも多くの⼈に知ってもらう、
顧客により使ってもらうという視点で、開発
されたオウンドメディア

碍⼦の歴史を紹介するサイトがない。リーディングカンパ
ニーとしてつくることにしたという考え⽅は、macのビジネ
ス領域を紹介するサイトがない⾒⽅にも
通じます。

https://www.ngk.co.jp/gaishi/
https://www.ngk.co.jp/


https://bake-jp.com/magazine/Case-3 BAKE

お菓⼦会社のBAKEが2015年から運
営しているオウンドメディア。
商品の背景にとどまらず、経営に関わ
る話や、失敗談なども記事化し、ブラ
ンドのファンをつくることに成功して
いるオウンドメディア

・社内の雰囲気、活動が⾒える
（ような気になる）

・ひとつの商品の背景にある
膨⼤な試⾏錯誤を感じる
→ありがたみup
ブランドパワー

社員の顔出し

デザインの徹底

https://bake-jp.com/magazine/


https://mercan.mercari.comCase-4 メルカン
「新たな価値を⽣みだす世界的なマー
ケットプレイスを創る」
という企業ミッションのもとで、
メルカリが採⽤、⼈事の⼀環として、
⽴ち上げたオウンドメディア。
⾃社内のスタッフが⽇々の取り組みを紹介す
ることで、⾃社内の仕事の進め⽅、やり⽅を
⾃社に興味関⼼がある⼈に伝える（採⽤への
導線有り）
ことを主⽬的としている。

＊採⽤サイトに情報を載せてもらうのでなく、
⾃社で⾃社のことを説明できるようにする
ことで、情報コントロールを⾏う好例。
ミッションの設定から、サイトが運営され
ている。

・イベントへの導線設計

・こういう環境で働けるかな
働きたいな、と思えてくる
コンテンツ設計

https://mercan.mercari.com/


https://keiei.freee.co.jp/Case-5 経営ハッカー
クラウド会計サービスの「freee株式会社」
が運営する経理に関する情報を学べるコンテ
ンツを提供し、最終的に⾃社サービスを紹介
するオウンドメディア

⾒せ⽅としてインタビュー記事が前⾯に出て
いるが、記事の硬軟のバランスに基づいた調
整であると考えられる。

インタビューなどの軽い記事→興味関⼼→
実⽤的な記事→⾃社ソリューション
という構図。

・⼈事・労務などの
お役⽴ち記事から、
⾃社ソリューションの
意義を感じられるように

・顧客コミュニティを意識

イベントのレポート

お役⽴ち型記事の蓄積

https://keiei.freee.co.jp/


https://magazine.cainz.com/Case-6 となりのカインズ
ホームセンターのカインズが、社内の
意識改⾰や全社改⾰を⽬的として、
⽴ち上げたオウンドメディア

店舗スタッフのノウハウや知⾒が狭い範
囲にしか⽣かされていない状況を変える
べく、現場からネットにアプローチ範囲
を拡⼤するために開発

記事開発と発信を通じたコミュニケー
ションによって、社内⽂化が、内向きか
ら外向きに変わるきっかけをつくったと
されている

また、取扱商品を記事化することで、⾃
社店舗での売上げ増の効果も確認されて
いる

社内報的な位置づけから、⾃社のブラン
ディング、売り場のマーケティング
ツールにもなっている好例、すべて狙っ
たものではなく、やりながら考えて次の
コンテンツをつくる点も参考に

社員による記事

メーカー⽬線ではない、
商品紹介

https://magazine.cainz.com/


A.オウンドメディアとは？

事例で紹介したオウンドメディアの本質は、
だれかと関係をつくることを他のメディアよりも強く求めていることにあります。
会社案内のような「静的」な⾒せ⽅ではなく、
事例に共通しているのは、
試⾏錯誤や、取り組みの背景、そこに関わる⼈々などを「動的」に⾒せることで、
繋がりたいだれかとの関係をつくることを⽬指していることです。
私達が、まずだれと関係をつくりたいか？を考えること。
ここが、最初のスタートになります。

関係をつくること
Relationship


